
 

 

 

三学期も残りわずかとなりました 
 1月に始まった三学期も、あっという間に半ばを過ぎ、今年度の登校日数も残りもわずか

となって参りました。学校では、それぞれの学年がまとめと次年度への準備に向け、学習や

合唱、運動などに励んでおります。 

 先日は久しぶりの積雪がありましたが、地域の皆様には通学路や歩道などの雪かきをして

いただき、生徒が安全に通学できるようご配慮をいただきました。生徒に対する温かなお心

配りに感謝申しあげます。ありがとうございました。今後も、何かとお世話になるかと思い

ますが、よろしくお願いいたします。 

最近の様子 

〇中学校説明会より 

 2月 6日（木）、来年度常盤中学校へ入学する、現在小学校 6

年生の児童のみなさん、保護者の皆様に来校していただき、常盤

中学校説明会が開催されました。児童のみなさんは、1学年の授

業を中心に授業参観し、中学校の授業について知ってもらいまし

た。その後、1学年生徒が中学校生活についての説明をし、児童

のみなさんに中学校生活についてのイメージをもってもらいま

した。1年生は、この日のために学年生徒会を中心に発表の練習

や準備を進め、児童のみなさんにわかりやすい発表をしてくれて

いました。中学校の授業のことや給食、清掃などについて児童の

みなさんはイメージをもてたことと思います。 

 また、保護者の皆様へは、学校長より中学校への進学にあたっ

てお願いしたいことや保護者としての心構えなどについて、講話

をさせていただきました。保護者の皆様にも、児童のみなさんが中学校へ進学するにあたっ

てのイメージを持てていただけたことと思います。 

 入学式は４月 6日（月）を予定しています。新入生が元気に入学してくることを、楽しみ

にしております。 

〇立志式より 

 2 月 4 日（火）、授業参観日に合わせ 2 学年で

は立志式が行われました。事前に学校長より、立志

に向けてご自身の経験から「夢」を持つことの大切

さと共に、自分も人も幸せにする「夢」はいくつも

っても良いこと。「稚心を去る」「気振るう」「志

を立つ」「学に励む」「友を選ぶ」ことについての

お話をしていただきました。立志式当日は、各学級

で友だちや保護者の皆様の前で、色紙に書いた立志

の決意と作文を人一人ひとり発表しました。 
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【生徒の作文より】 

「立志の決意」                          

 僕には将来の夢がありません。そのため、この作文を書く時は、内容が全然思い浮かばなくて書いては

消してを繰り返していました。そこで、将来どんな自分になっていたいのかを真剣に考えてみることにしまし

た。しばらくして答えが出ました。それは、親に恥をかかせないことだと思いました。当たり前の事と思うかもし

れませんが、自分の中では一番の親孝行だと思っています。逆に、親の顔に泥を塗ることが、一番の親不

孝だと思っています。そこで、両親に自分のことを息子としてほこりに思ってもらえるような自分になるのが、

今の夢です。しかし、今のままではダメだと思います。もっと私生活や学校生活で自分に厳しくできるような

人になって、将来、一番の親孝行をできている自分になれるように、これから頑張っていきたいです。 

 

常盤中学校応援団運営委員会より 
（信州型コミュニティイースクール運営委員会） 

 常盤中学校応援団運営委員会も 2 月 4 日（火）に行われました。常盤中学校応援団運営

委員の皆様にご来校いただき、生徒の様子を参観していただきました。その後、授業の様子

や日頃の本校生徒の様子からご意見をいただきました。 

【運営委員の皆様より】 

〇学習プリントに〇付けだけでなく、コメントも入れるようにしていきたい。ボランティア

ルームに生徒が質問に来てくれると有り難い。（学習ボランティアさん） 

〇虫送地区は街灯があるが、途中からその数が減り暗くなってしまう。学校からも市へ要望

を出していただきたい。 

〇農業体験をしているようだが、ぜひ体験を続け農業の良さを感じさせていただきたい。 

〇どの生徒も真面目に授業を受けている様子が見られた。みんな授業に向き合っていた。全

校がまとまっているように感じた。みんな喜んで登校できているのではないか。 

〇ICT 教育が進んでいると感じた。タブレットを使ったりプロジェクターを使ったりして授

業を行っている先生方もいた。有効に使えているように思う。 

〇立志式では、自分と向き合い決意を発表していた。素直な生徒に育っている。保護者もい

る中で、自分の決意を発表する立志式はとても良い取り組みだと思う。生徒の自己肯定感

も育っているのではないか。 

〇3年生は受験に向けた学習をしていた。人生で初めて壁にぶつかる時である。乗り越えて

いって欲しい。立志式も、将来に向けて自分を見つめる良い機会だと思う。 

〇道路ですれ違うと生徒の方からあいさつをしてくれる生徒がいる。あいさつをこれからも

大切にしていって欲しい。地域のみなさんにも、子どもたちにあいさつの声がけをお願い

したい。 

〇不登校生徒の様子については？→不登校の未然防止と初期対応を大切にしている。それぞ

れ生徒の実態に応じ、柔軟な対応をしている。 

【学校長の謝辞】 

地域の皆様に支えていただいている有り難さを感じた。多くの励ましの言葉をいただいた。

励ましの言葉を先生方にも伝え、全ての職員が力を発揮できる学校にしていきたい。 

 

 


